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３年生の卒業を迎えて 
 

３年生 担任 甲斐 雄一郎 

 

私は、齢３０歳で志成館に入り、今年で９年目

になります。この３年間、クラス生徒には生徒と

してというよりは甥・姪のように愛情を持って接

してきました。クラスの方針は「やりたいことは

やったらいい」で「他人に悪意を持って危害を加

える」ことをしなければ叱らないとかなりユルユ

ルです。今まで他人にとやかく言われ過ぎた結果、

志成館に来たし、卒業後もそうなることになるだ

からです。であれば、私の仕事は、在籍中に上記

の方針に沿って、生徒を立ち直らせて、強く育て

ていくことだと考えるからです。 

 

入学や転入当初は保護者の背中に隠れる、一言

も話をしない、そもそも会ってもくれない生徒も

多かったです。来るもの拒まずに楽しく接し、勉

強、遊び、ボランティアや校外活動なども助けが

必要とあれば全力で手伝いました。心を開いてき

た生徒には、ほどよく競争心を煽る（教育的なプ

ロの煽り）、もっと言葉や行動を引き出させたりも

しました。多少不器用でも無作法でも他人ではな

く、私への言葉ならば全然ＯＫ。みんな良い生徒

などで放っておいても勝手に反省するし、本音で

ぶつかり合いが生徒たちの嫌な過去を清算させ、

心を強くし、伝える力を伸ばします。気づいたら

受験指導と進路指導だけは泣くほど厳しい（急に

真面目なことを言う、かなり理詰め）とされる私

の指導に耐え、次々と生徒たちは進路を実現して

いきました。 

 

もちろん、私の足りない穴は他の先生や保護者

や関係者のみなさんが埋めてくれたことも大きい

です。しかし、担任の私がユルユルで自分ができ

ないことは他人に埋め、他人ができないことは自

分が埋め、一緒に他人に助けを求めまくる姿を恥

ずかし気もなく生徒に見せて、「世の中、こんなの

おじさんでも生きていけるのだな」と思わせ、生

徒たちの不安を解消し、適度な諦め力をつけさせ

ることができたからかもしれないです。 

正直、私は自分では自分のことを良い先生だと

思っていません。しかし、人生の師匠としてはそ

こそこ上手くやれたのではないかと思っています。

違っていたら、ごめんなさい！ 

 

最後に、私は志成館がなくならない限りは卒業

生のみなさんが帰って来られる居場所としての志

成館に守りたい（居座りたい？）と思っています。

志成館がますます発展し、私が健康で居座れるよ

うに今後のみなさんの活躍と特にご支援を期待し

ています！ご飯作っていますので、いつでも帰っ

てきてください。 
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日 曜 ３月の予定 

１ 金  1・2年生】終業式 

２ 土  

３ 日   

４ 月  1・2年生】保護者面談 

５ 火   

６ 水   

７ 木  

８ 金  高校】味噌天神ボランティア 

９ 土  

10 日   

11 月  大受】早期対策講座 

12 火  

13 水   

14 木   

15 金  

16 土   

17 日   

18 月 大受】早期対策講座 

19 火  

20 水  祝日「春分の日」 

21 木   

22 金  高校】登校日 

23 土  高校】新入生招集日 

24 日   

25 月  

26 火   

27 水   

28 木  

29 金   

30 土   

31 日   

＜高等学院＞ 

３月２２日（金）の登校日は教室移動が

あります。私物が残っていると他の人に迷

惑がかかるので、当日自分で運ぶか、それ

までに自宅に持ち帰ってください。 

＜大学受験科＞ 

３月１１日（月）より早期対策講座が始

まります。数学・英語・小論に関して基礎

を中心に学びますので、学年関係なく参加

ください。 
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キヨジイの“ちょっといい話”～その⑦ 

 

ルーシー・モード・モンゴメリ（作家／1874～1942）さ

んの名言です。 

 

 

 

 

 

 

今年度もまもなく終わります。3 年生は卒業、1.2 年生はそ

れぞれ進級していきます。みなさんに

とって、どんな 1 年でしたか？毎日の

生活を送る上で、失敗もたくさんあっ

たのではないでしょうか？ 

私も含めて、失敗すると凹んでしま

って、しばらく立ち直れないという人

も多いのではないでしょうか？でも、

失敗を明日の糧にして、いつまでも引

きずらないことは大切ですね！ 

 この名言を読んで、私もそんな風に

生きてみたいと思いました(^^)/ 

 

 

 

 

 

 

 

 先月のコラムで「現在、通信制大学の４年生なので、単位が

取れれば晴れて卒業です。２月の成績発表までドキドキです。」

と言っていた森下です。 

…結論から申し上げますと、卒業は半年先になりそうです！

落っことしてしまった単位があり、卒業が延びてしまいました。 

家で成績発表の画面を見ながらひとりで大騒ぎしていると、

小４の息子が「ママ、ショックだね…大丈夫？」と不安そうに

声をかけてきました。私は「こんな心優しい少年を不安にさせ

たくない！」とハッと我に返り『リフレーミング』という、「問

題や困難を前向きに変換するスキル」を発揮しよう！と切り替

えました。 

つまり「卒業できなかった、悲しい。計画通りにできなかっ

た」という悲観的な捉え方ではなく「延びた半年間の在籍期間

には、新しい発見など私にとって何かの意味があるはずだ。人

生は計画通りにいかない、ということすら楽しんでしまおう」

というようなハッピーな捉え方に変換するんですね。実際、時

間が経つにつれて本気でそう思えるようになってきました。 

 というわけで、志成館の後期生といっしょに９月の卒業にな

りそうです。勉強も仕事も子育ても、無理せずぼちぼちやって

いきます。今年度もお読みいただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日もお疲れさまでした。きたのです。本日は素敵なカフェ

を紹介しようと思います。 

上益城にある「walet」さんです。カフェと雑貨とハンドメ

イド用品があります。カフェのメニューが豊富で飲み物スイー

ツがたくさんあります。 

私はシフォンケーキをいただきましたが、ふわふわもちもち

なシフォンケーキにチョコレートソースとホイップが添えて

あり飽きずに最後までおいしく食べることができました。 

雑貨は文房具、食器、アクセサリーなど種類豊富です。ハン

ドメイド用品は、ビーズやリボンなどあります。入り口も装飾

品も可愛いものだらけでいるだけで気分が上がります。 

時間帯によっては並んだりすることもあるそうでなのでご

注意ください。阿蘇方面に立ち寄る際にはぜひ行ってみてくだ

さいね。 

 

 

 

あ、どうも沖住です。皆さんは、他人に言えない趣味をお持

ちでしょうか？私にはあります。ただ当然他人に言えない趣味

なので、言いません。 

…このように書くと、なんともいかがわしい趣味を持ってい

るそう、沖住はやべぇ奴かも？といった気がしませんか。 

そう思われるのも癪なので、あえて言ってしまいましょう。

私の趣味はお弁当の箸についている爪楊枝を何かに刺すこと

です。机と引き出しの間でも、消しゴムでも、洋服でも、なん

でもいいのです。しまっていない爪楊枝があると刺さずにはい

られないのです。むき出しの暴力性（爪楊枝）の落としどころ

（さす場所）を見つけないと気が済まないのかも知れません。   

だから何だと言われればそれまでですが、これをしゃべって

しまったのはけっこう痛手です。他人に言えない趣味は他人に

言わないから意味があり、一人ほくそ笑みながら悦に浸れる最

良の楽しみです。だから代わりの趣味を見つけないといけませ

ん。とりあえず「こちら側のどこからでも切れます」のマジッ

クカットを千切りにするという遊びを思いつきましたので明

日から実践してみます。 

 

 

 

【味噌天神清掃ボランティア】 

 ３月８日（金） 

 味噌天神宮の掃除 

  時間   午前 ９：００ ～ 

  集合場所 志成館 １F 

  

 

            ご不明な点は 甲斐先生 まで 

TEL０８０－９４１０－９０１７ 

志成館・文字で読む職員室 

 

GO!GO! 
ボランティア！＋α 

 

私たちは失敗を悔やみ、そこから学びを得るべきです。 

しかし、失敗をたずさえて明日を迎えるべきではありま

せん。 

 



 

 

 

 今回は２月１０日（土）に行われた卒業式の様子を紹介します。三年間でたくましく成長した３年生の姿をご

覧ください。それでは、レッツぐるぐるウォッチっち！

 

在校生代表 送辞（一部抜粋） 

卒業生の皆様、ご卒業おめでとうござ
います。在校生一同、心よりお祝い申し
上げます。 

 志成祭やクリスマス会などのイベン
トで学年を超えて楽しんだこと、あたた
かな雰囲気の中、授業を受けたり、スポ
ーツをしたり、様々な場所へ見学に行っ
たこと、黙々と勉強に励む姿など、どの
思い出も楽しく、そして先輩方の背中は

大きく、優しく見えました。 
新しい道に進むことは、多くの挑戦や

困難を伴うかもしれませんが、志成館で
過ごした日々が先輩方の大きな力にな
ると思います。 

 

卒業生代表 答辞（一部抜粋） 

また、ご多忙の中、ご出席くださいましたご来賓

の皆様、並びに関係者の方々に卒業生一同心からお
礼申し上げます。 
 私は背が小さいおかげで、立った前の人の影に隠
れてしまって甲斐先生から見えなくなってしまいま
した。「呼ばれるかな？みえるかな？」と、とても不
安でした。案の定、私は甲斐先生から見えなくなっ

て順番を飛ばされてしまいました。当時、１か月前
までは中学３年生だった私はとても焦ってしまい、
私のことが唯一見える前の席に座っておられた清田
先生に助けを求めました。最後の人が呼ばれた後に、
何とか気付いてもらえて名前を呼んでもらいました
が、甲斐先生の第一印象は最悪で、助けてくれた清
田先生が神に見えて仕方がなかったです。 
 こんなに甲斐先生をディスっていますが、最後なのでハッキリ言います。本当は甲斐先生が大好きです。志成
館に登校して顔を合わせれば言い争いばかりの甲斐先生と私ですがそんな言い争いしている時間でさえも私は
大好きです。楽しい時間をありがとう、甲斐先生。 
私は志成館で過ごした時間が大好きでした。素敵な先生、先輩、同級生、後輩に出会えて沢山の思い出を作れ

ました。関わってくださった方々、本当にありがとうございました。 

 


